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私たちは、川西市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

五
月
二
十
四
日
㈫
、
キ
セ
ラ
川

西
プ
ラ
ザ
大
会
議
室
で
令
和
四
年

度
川
西
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
第

六
十
二
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
岡
田
会
長
か
ら
「
私

た
ち
は
、
令
和
二
・
三
年
の
行
事

を
全
て
中
止
に
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
い

で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
四
月
十
七
日

㈰
、
無
事
に
敬
老
ま
つ
り
〜
歌
謡

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
を
開
催
し
、

多
く
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
日
こ
う
し
て
三
年
ぶ
り
と

な
る
定
期
総
会
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
心
か

ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
私
た
ち
は

日
頃
か
ら
、
皆
さ
ま
が
『
楽
し
く

な
る
』『
夢
中
に
な
る
』『
う
れ
し

く
な
る
』
と
い
っ
た
行
事
を
開
催

し
、生
活
の
中
に
『
健
康
』『
希
望
』

を
与
え
て
い
け
れ
ば
と
努
力
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
は

行
い
な
が
ら
、
楽
し
い
行
事
を
開

催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
、続
い
て
、

ご
来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
祝
辞
と
祝

電
を
頂
戴
し
、
功
労
者
表
彰
に
移

り
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し
て
そ
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
会
長
に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら

は
功
績
を
た
た
え
て
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
単

位
ク
ラ
ブ
新
会
長
が
紹
介
さ
れ
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

審
議
の
前
に
、
本
会
の
出
席
者

が
七
十
七
名
（
委
任
状
二
十
二
名

含
む
）
と
定
数
に
達
し
て
い
る
た

め
、
総
会
の
開
催
が
有
効
で
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
司
会
者
一
任

で
議
長
を
選
出
。
よ
つ
ば
会
の
藤

田
喜
志
夫
氏
が
議
長
と
な
り
、
以

下
の
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

◇
第
一
号
議
案

　
令
和
三
年
度
事
業
報
告

◇
第
二
号
議
案

　
令
和
三
年
度
収
支
決
算
報
告
　

　
お
よ
び
監
査
報
告

◇
第
三
号
議
案

　
規
約
・
規
程
改
正
（
案
）

◇
第
四
号
議
案

　
令
和
四
年
度
役
員
承
認
（
案
）

◇
第
五
号
議
案

　
令
和
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）

◇
第
六
号
議
案

　
令
和
四
年
度
収
支
予
算
（
案
）

　

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
令

和
四
年
度
の
総
会
が
無
事
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
※
⑵
ペ
ー
ジ
に
祝
辞

岡田会長岡田会長
あいさつあいさつ
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私たちは、川西市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 4 年度 定期総会 祝辞令和 4 年度 定期総会 祝辞

川西市老人クラブ連合会第 62 回の定期川西市老人クラブ連合会第 62 回の定期
総会開催、誠におめでとうございます。平総会開催、誠におめでとうございます。平
素は川西市政に対しまして、特に地域福祉素は川西市政に対しまして、特に地域福祉
の向上においてそれぞれの地域で多くの活の向上においてそれぞれの地域で多くの活
動をしていただいていることに心からお礼動をしていただいていることに心からお礼
申し上げます。申し上げます。

先日、老人クラブ連合会主催の敬老まつ先日、老人クラブ連合会主催の敬老まつ
り〜歌謡フェスティバル〜が開催され、当り〜歌謡フェスティバル〜が開催され、当
日は多くの高齢者の方々のご参加があった日は多くの高齢者の方々のご参加があった
と伺いました。私の母も当日参加させていと伺いました。私の母も当日参加させてい
ただいたのですが、とても楽しかったと話ただいたのですが、とても楽しかったと話
してくれ、本当にうれしく思っています。してくれ、本当にうれしく思っています。
これもひとえに、役員の方々はじめ、老人これもひとえに、役員の方々はじめ、老人
クラブ連合会の皆さまのお力で、心から感クラブ連合会の皆さまのお力で、心から感
謝の気持ちを述べさせていただきたいと思謝の気持ちを述べさせていただきたいと思
います。います。

まだ、新型コロナウイルス感染症は落ちまだ、新型コロナウイルス感染症は落ち
着きを見ませんが、川西市といたしまして着きを見ませんが、川西市といたしまして
も第 4 回のワクチン接種券を発送いたしも第 4 回のワクチン接種券を発送いたし
ます。今後は「with コロナ」の暮らしとます。今後は「with コロナ」の暮らしと
向き合い、皆さまとともに良い街づくりを向き合い、皆さまとともに良い街づくりを
目指していきたいと思いますので、よろし目指していきたいと思いますので、よろし
くお願いいたします。くお願いいたします。

川西市老人川西市老人
クラブ連合会クラブ連合会
第 62 回の定第 62 回の定
期総会開催、期総会開催、
そして表彰をそして表彰を
受ける皆さま受ける皆さま
誠におめでとうございます。誠におめでとうございます。

今朝（5 月 24 日）の読売新聞の記事に、〝社会参今朝（5 月 24 日）の読売新聞の記事に、〝社会参
加でフレイル予防〟とあり、閉じこもりを防ぐために加でフレイル予防〟とあり、閉じこもりを防ぐために
こまめに外出し、孤立をしないために友人や知人とのこまめに外出し、孤立をしないために友人や知人との
交流を深め、健康を維持するために楽しくやりがいの交流を深め、健康を維持するために楽しくやりがいの
ある活動に参加することが大切であるといった内容である活動に参加することが大切であるといった内容で
した。これはまさしく老人クラブ連合会活動の目的だした。これはまさしく老人クラブ連合会活動の目的だ
と思い、私自身も、地域にその輪が少しでも広がるよと思い、私自身も、地域にその輪が少しでも広がるよ
うに協力していければと考えております。うに協力していければと考えております。

川西市副市長川西市副市長
松木　茂弘松木　茂弘

ごあいさつごあいさつごあいさつごあいさつ

第 62回　定期総会

川西市議会議長川西市議会議長
久保　義孝久保　義孝
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令和４年度 川西市老人クラブ連合会 役員名簿令和４年度 川西市老人クラブ連合会 役員名簿

役　名 氏　名 クラブ名
会　 長 岡田　譲介 鶴之荘長寿会
副 会 長 西浦　　匝 下財長生会

〃 前田　憲男 白萩会
〃 宮前エツ子 見野楽友クラブ

常任理事 佐藤　恭司 大和友愛クラブ
〃 前西　久之 笹部　笹寿会
〃 夏目　幹也 けやき坂ゆめくらぶ
〃 山本　孝道 矢問シルバーアローズ
〃 西良　克彦 火打老人会　喜楽会
〃 藤田喜志夫 よつば会
〃 越智　武司 久代 3 丁目ファインクラブ
〃 木下カヲル 西多田寿年会
〃 星　　吉憲 見野芝楽悠会
〃 福武　　稔 大和友愛クラブ

会　 計 沖　　　明 花咲く丘の街・シニアの会
理　　事 小泉　倬朗 見野東悠友会

〃 井上　　馨 東畦野東栄会
〃 北　　賢二 緑が丘緑寿会
〃 澤田依利彦 清和台いきいき元気クラブ

役　名 氏　名 クラブ名
理　　事 庄田　徳男 石道老人クラブ

〃 和田　八郎 新田長寿会
〃 新谷　和男 東多田東寿会
〃 國生　嘉三 銀令会
〃 倉島　正利 鴬台クラブ
〃 藤井　徳三 南の坂クラブ
〃 曽我部英機 松友会
〃 辻村　正樹 美園さつき会
〃 雪岡　嘉之 栄クラブ
〃 井口　尚子 下加茂加寿会
〃 原田　召子 かすみサクラ会
〃 坂下　享廉 下加茂睦会
〃 山田　哲雄 南花屋敷喜楽会
〃 安藤　美津 加茂第四わかば会
〃 伊賀　博義 摂代楽友クラブ
〃 高木　清美 西町さわやかクラブ
〃 大利　洋一 久代健勝クラブ

監　　事 小南　　一 はぎの会
〃 越智　基木 鴬友会

令和４年度 令和４年度 川西市老人クラブ連合会年間行事予定表川西市老人クラブ連合会年間行事予定表
月 日 行事予定 場所
4 17 第２回 敬老まつり 歌謡フェスティバル キセラ文化棟ホール

5
20 大和地区老連訪問 大和第１自治会館
24 令和４年度 第 62 回定期総会 アステホール

 6
3 第 23 回 グラウンド・ゴルフ大会 東久代運動公園
11 清和台けやき坂地区老連訪問 けやき坂公民館
下旬 りんどうシニアクラブ川西 第 49 号発行

7 21 ボッチャゲーム練習会 アステホール

8
5 北陵地区老連訪問 北陵公民館
11 カラオケ発表会 アステホール
19 ボッチャゲーム練習会 アステホール

月 日 行事予定 場所

9
16 第 1 回 ボッチャゲーム大会 アステホール　
14 シニアの集い アステホール
26 第 17 回 ゴルフ大会 能勢カントリー倶楽部

10
親睦 1 泊旅行 未定
女性部館外研修会 未定

11 18 演芸発表会 みつなかホール

12
単老会長会議 未定
健康教室 未定

R5/1 18 新年互礼会 アステホール
2 初旬 りんどうシニアクラブ川西 第 50 号発行
3  

私たちは、川西市老人クラブ連合会の活動を応援しています



第 4 9 号（ 4）令和 4年（2022 年）6月発行 りんどうシニアクラブ川西

クラブ名 氏　名 会員数

多田地区老連（6 クラブ）　　　　　　  304

鼓ヶ滝木犀会 田中　雄二 54

銀令会  國生　嘉三 38

西多田寿年会 後藤　　徹 85

矢問シルバーアローズ 山本　孝道 33

新田長寿会 和田　八郎 40

東多田東寿会 新谷　和男 54

明峰地区老連（7 クラブ）　　　　　　  361

白萩会 前田　憲男 35

鴬友会　 越智　基木 71

はぎの会 土師　久幸 92

錦友会 新子志津子 33

湯山台藤の会 小林　洋子 42

南の坂クラブ 藤井　徳三 34

鴬台クラブ 倉島　正利 54

クラブ名 氏　名 会員数

北陵地区老連（2 クラブ）　　　　　　  144

北陵深山会 島川　俊尚 98

花咲く丘の街・シニアの会 沖　　　明 46

大和地区老連（1 クラブ）                    326

大和友愛クラブ 福武　　稔 326

東谷地区老連（13 クラブ）　　　　　　516

見野楽友クラブ 小畑　素子 56

東畦野東栄会 井上　　馨 32

西畦野寿楽会 野原　　孝 51

北摂台自治会平成会 後藤　泰彦 30

緑が丘緑寿会 北　　賢二 43

見野東悠友会 小泉　倬朗 50

笹部笹寿会 前西　久之 39

山原長寿会 福田　義久 33

黒川楽生会 北野　　正 31

下財長生会   竹仲　四郎 49

見野芝楽悠会 星　　吉憲 31

東方山の手クラブ 徳弘　泰雄 30

長尾・健幸クラブ 野呂　義宏 41

清和台・けやき坂地区老連（3 クラブ）  391

石道老人クラブ 庄田　徳男 35

けやき坂ゆめくらぶ 夏目　幹也 110

清和台いきいき元気クラブ 澤田依利彦 246

令和 4 年度 川西市老人クラブ連合会 単位クラブ会長名簿

川西市老人クラブ連合会
〈10 地区老連〉

〈63 単位クラブ〉

現在会員数は
3277 名です。

私たちは、川西市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 4 年度４月 1 日現在令和 4 年度４月 1 日現在
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クラブ名 氏　名 会員数

川西北地区老連（5 クラブ）　　　　　  187

出在家友和会　 金田　明三 32

美園町さつき会 辻村　正樹 36

火打老人会喜楽会  西良　克彦 50

丸の内町若葉会 陰山　儀一 31

松友会  曽我部英機 38

川西小地区老連（9 クラブ）　　　　　  409

鶴之荘長寿会 岡田　譲介 69

三葉会 北野　敏彦 43

小戸さくら会 長野　玲子 43

下加茂睦会 坂下　享廉 30

栄クラブ 雪岡　嘉之 43

下加茂加寿会 井口　尚子 33

天王宮寿会 中川　昭次 37

シャンテ・シニア 渡邉　武晴 73

かすみサクラ会 原田　召子 38

クラブ名 氏　名 会員数

加茂小地区老連（11 クラブ）　　　　　407

高砂会 津髙　　弘 76

加茂第一加寿会 笠原　　好 31

東雲若竹会 中野　六子 18

加茂第三加寿会 阪上　　肇 30

南花屋敷寿会 泉　　　守 37

加茂第五加寿会 白㟢　邦男 34

南花屋敷喜楽会 山田　哲雄 40

よつば会 藤田喜志夫 30

南花屋敷第二寿会 馬場　宏文 45

桃源クラブ 川田　正明 36

加茂第四わかば会 安藤　美津 30

久代地区老連（6 クラブ）　　　　　　  232

久代老人クラブ 西田はるゑ 39

摂代楽友クラブ 伊賀　博義 45

久代健勝クラブ 大利　洋一 49

東久代長寿会 山本　英和 31

久代３丁目ファインクラブ 越智　武司 33

西町さわやかクラブ 髙木　清美 35

川西市老人クラブ連合会に入会しませんか？
60 歳以上の方ならどなたでも入会できます！新しい仲間とともに、生きがいと健康づくり・日々
の生活を豊かにしましょう！※関心のある方は、下記事務局連絡先までお問い合わせください。

▶▶▶▶▶川西市老人クラブ連合会事務局　☎ 072-740-1174　FAX072-740-1311 ◀◀◀◀◀◀

私たちは、川西市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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〜令和4年度 川西市老連組織・事業図〜〜令和4年度 川西市老連組織・事業図〜
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務
局

【
部
　
長
】

【
副
部
長
】

　
澤
田
依
利
彦
　
　
長
野
　
玲
子

　
北
　
　
賢
二
　
　
小
泉
　
倬
朗
　
　
髙
木
　
清
美
　

　
辻
村
　
正
樹
　
　
和
田
　
八
郎
　
　
梶
　
あ
き
子

　
越
智
　
武
司
　
　
秀
　
　
康
子
　
　
山
口
あ
や
子

　
吉
田
　
宣
子
　
　
古
淵
　
　
勇

　
庄
田
　
徳
男
　
　
藤
井
　
徳
三
　
　
有
田
　
洋
子
　

　
坂
下
　
享
廉
　
　
曽
我
部
英
機
　
　
中
出
　
良
太

　
山
本
　
孝
道
　
　
井
上
　
　
馨
　
　
倉
島
　
正
利

　
新
稲
　
　
豊
　
　
酒
井
　
義
夫
　
　
中
野
　
六
子

　
雪
岡
　
嘉
之
　
　
新
谷
　
和
男

　
石
村
美
恵
子
　
　
上
甲
シ
ゲ
ル
　
　
菅
原
　
和
代

　
秀
　
　
康
子
　
　
三
上
　
一
栄
　
　
梅
原
　
英
代

　
松
井
恵
美
子

【
部
　
員
】
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令
和
四
年
四
月
十
七
日
㈰
、

川
西
市
キ
セ
ラ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
第
二
回
川
西
市
敬
老
ま
つ

り
・
歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
第
一
部
・
第
二
部

と
も
に
ほ
ぼ
満
席
で
、
来
場

者
は
プ
ロ
の
歌
手
の
美
声
と
、

ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
話
術
に
大

満
足
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

地　区 クラブ名 備考
多田地区 多田院長寿クラブ
久代地区 高芝クラブ

グリーンハイツ地区

清流台みどり会
グリーンクラブ
悠遊シニア夢くらぶ緑台地区
悠遊シニア夢くらぶ向陽台地区
悠遊シニア夢くらぶ水明台地区

〈退会クラブの紹介〉〈退会クラブの紹介〉

地　区 クラブ名 新会長名

東谷地区
西畦野寿楽会 野原　　孝
北摂台自治会平成会 後藤　泰彦

明峰地区 鴬台クラブ 倉島　正利

加茂小地区
東雲若竹会 中野　六子
南花屋敷第二寿会 馬場　宏文

久代地区
摂代楽友クラブ 伊賀　博義
久代健勝クラブ 大利　洋一

〈単位クラブ新会長紹介〉〈単位クラブ新会長紹介〉

（順不同・敬称略）単位老人クラブ
氏　名 クラブ名 単位老人クラブ会長等在任期間

松井恵美子 摂代楽友クラブ 平成25年4月1日から
令和４年3月31日まで

今西　勝治 西畦野寿楽会 平成28年４月1日から
令和４年3月31日まで

新居　英勝 北摂台自治会
平成会

平成28年４月１日から
令和４年３月31日まで

広野　　喬 南花屋敷第二寿会 平成26年４月１日から
令和４年３月31日まで

大井津弘通 久代健勝クラブ 平成26年４月１日から
令和4年３月31日まで

蓮池　治美 多田院長寿クラブ 平成30年４月１日から
令和４年３月31日まで

森野　　弘 高芝クラブ 平成28年４月１日から
令和４年3月31日まで

山本健太郎 清流台みどり会 平成27年４月１日まで
令和４年３月31日まで

今田　裕康 悠遊シニア夢くらぶ
緑台地区

平成28年４月１日から
令和４年３月31日まで

〈功労者表彰（退任会長等の表彰）〉〈功労者表彰（退任会長等の表彰）〉

クラブ名 代表者名 新入会員数
鶴之荘長寿会 岡田　譲介 10
白萩会 前田　憲男 6
はぎの会 土師　久幸 6
湯山台藤の会 小林　洋子 10
矢問シルバーアローズ 山本　孝道 6
清和台いきいき元気クラブ 澤田依利彦 6
大和友愛クラブ 福武　　稔 13
北陵深山会 島川　俊尚 15

〈会員加入促進奨励表彰〉〈会員加入促進奨励表彰〉
令和3年4月1日から令和4年3月31日の間に新規会員数が5名以上あったクラブ

川西市老人クラブ連合会川西市老人クラブ連合会
健康講座健康講座

　令和 4 年 3 月 2 日㈬、アステ市民プラザ 6 階の
アステホールにおいて、講師に田口たえ子さま（健
康運動指導士）を迎え、「楽しくなる、夢中になる、
笑顔になる」をテーマにした健康講座が開催されま
した。
　参加者は、田口講師指導のもと、健康に対する意
識を高め、終始和気あいあいとした雰囲気のなか、
楽しい 1 日を過ごしました。

川
西
市
敬
老
ま
つ
り
・
歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

川
西
市
敬
老
ま
つ
り
・
歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
２
回

第
２
回
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地 区 だ よ り
　

コ
ロ
ナ
自
粛
の
二
年
間
、
遠
く

に
出
か
け
る
の
は
気
が
引
け
る
状

態
で
あ
っ
た
が
、
東
谷
地
区
老
連

で
「
研
修
旅
行
」
の
計
画
を
聞
き

参
加
し
た
。

　

四
月
二
十
五
日
、
前
日
ま
で

の
雨
が
上
が
っ
た
好
天
の
中
、

五
十
三
名
の
参
加
者
が
バ
ス
二
台

に
分
乗
し
目
的
地
に
出
発
し
た
。

　

バ
ス
の
中
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
自
然
と
静
か
で
あ
っ
た
が
、
参

加
者
全
員
久
し
ぶ
り
に
外
へ
出

て
、
ウ
キ
ウ
キ
と
し
た
雰
囲
気
が

車
内
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

第
一
の
目
的
地
、
県
立
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
四
十
六
年

に
県
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
加
西

市
に
設
営
さ
れ
た
四
十
六
ha
の
広

大
な
公
園
で
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な

ど
満
開
の
花
々
が
私
た
ち
を
迎
え

て
く
れ
、
甘
い
香
り
が
漂
う
な
か

皆
さ
ん
散
策
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ

た
。

　

淡
路
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
で

特
産
品
等
の
買
い
物
の
後
、
明
石

海
峡
大
橋
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
り
込

み
、
船
上
か
ら
明
石
海
峡
大
橋
の

構
造
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

海
峡
大
橋
建
設
の
構
想
は
戦
前

か
ら
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
経
済
的

必
要
性
と
技
術
的
目
処
が
付
い
た

一
九
八
八
年
に
着
工
、
十
年
の
工

事
期
間
を
経
て
一
九
九
八
年
に
運

用
を
開
始
し
た
、
世
界
で
二
番
目

に
長
い
約
三
九
〇
〇
m
の
吊
り
橋

で
あ
る
。

　

一
九
九
五
年
に
は
阪
神
淡
路
大

震
災
の
影
響
で
地
盤
が
ず
れ
、
一

m
伸
び
た
が
構
造
上
問
題
は
な

く
、
工
事
中
に
死
亡
事
故
も
無
く

完
工
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

夏
と
冬
と
の
気
温
差
・

風
の
影
響
等
で
塔
頂
部
は

普
段
か
ら
一
m
程
度
の
伸

び
縮
み
を
繰
り
返
し
て
い

る
こ
と
も
分
っ
た
。
船
の

マ
ス
ト
と
橋
の
底
面
構
造

物
と
は
船
上
か
ら
見
る
と

接
触
し
そ
う
で
迫
力
が
あ

り
、
初
め
て
見
る
光
景
で

思
わ
ず
ワ
ー
と
歓
声
を
上

げ
た
。

　

船
は
淡
路
島
北
面
を
航

行
、
関
西
空
港
の
埋
め
立

て
用
土
砂
の
採
掘
跡
に
太

陽
光
発
電
設
備
・
ま
た
六

基
の
風
力
発
電
設
備
も
見
ら
れ
た

が
風
車
は
一
基
も
回
っ
て
い
な

く
、
自
然
を
利
用
し
た
発
電
は
不

安
定
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
達
成
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　

今
回
の
研
修
旅
行
は
、「
兵
庫

県
旅
ゆ
こ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

対
象
で
、
大
変
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

費
用
で
花
と
海
峡
の
一
日
を
楽
し

め
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
た
。

　

企
画
さ
れ
た
東
谷
地
区
老
連
幹

部
の
方
々
に
感
謝
し
つ
つ
帰
路
に

つ
い
た
。

　
　
（
見
野
芝
楽
悠
会　星　

　

吉
憲
）

　

令
和
に
な
っ
て
二
〜
三
年
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
老
人
ク
ラ
ブ
行
事
予
定

が
中
止
の
中
で
、
令
和
四
年
三
月

二
十
一
日
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
」
は
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
終
息

に
向
か
う
見
通
し

が
全
く
立
た
な
い

状
況
が
続
き
、
そ

ん
な
中
で「
三
密
」

を
避
け
な
が
ら
南

花
屋
敷
一
丁
目
、

四
丁
目
の
三
つ
の

老
人
ク
ラ
ブ
連
合

（
喜
楽
会
、
寿
会
、

第
二
寿
会
）
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

同
好
会
で
旧
加
茂

小
第
二
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
毎
週
月
・
木

曜
日
の
二
回
楽
し

く
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

毎
回
優
勝
者
百

円
募
金
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
一
回

に
つ
き
十
円
募
金
を
し
て
集
ま
っ

た
お
金
は
、
必
要
経
費
な
ど
に

充
て
て
い
ま
す
。
参
加
者
人
数
約

二
十
人
程
度
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
終
息
す
る
こ
と
を

祈
り
ま
す
。

　
　
（
南
花
屋
敷
第
二
寿
会

広
野　
　

喬
）

研
修
旅
行
に
参
加
し
て

研
修
旅
行
に
参
加
し
て

ク
リ
ー
ン
作
戦

ク
リ
ー
ン
作
戦

東
谷
地
区

東
谷
地
区

加
茂
小
地
区

加
茂
小
地
区
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地 区 だ よ り
　

二
年
ほ
ど
前
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
、

明
老
連
の
事
業
は
ほ
と
ん
ど
中
止

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
も

一
因
で
会
員
数
の
減
少
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
屋
外
行
事
で
マ
ス
ク
を

着
用
す
れ
ば
比
較
的
安
全
に
取
り

組
め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
を
、
令
和
二
年
に
明
老
連
行
事

と
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
地

元
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
遠
慮

な
く
参
加
で
き

る
の
で
、
道
具

の
無
い
方
の
参

加
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
こ
と
の
な

い
方
の
参
加
、

身
体
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ

る
方
の
参
加
も
あ
り
盛
大
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
令
和

三
年
に
も
第
二
回
目
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
令
和
四
年
に
も
開
催
す
る
計

画
で
す
。
従
来
明
老
連
主
催
の
大

き
な
行
事
と
し
ま
し
て
は
、
ハ
イ

キ
ン
グ
・
日
帰
り
バ
ス
旅
行
・
演

芸
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
も
そ
の

仲
間
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
峰
小
地
区
福
祉
委
員

会
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
、
麻

雀
・
囲
碁
・
カ
ラ
オ
ケ
等
も
立
ち

上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
一
環
で

時
々
休
会
し
な
が
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
取
り
組
み
と
し
ま

し
て
D
V
D
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
・
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て

映
画
会
・
落
語
会
を
試
行
し
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
も
実
施
可
能
な
行
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
に
と
っ
て
遠
く
に
出

か
け
ず
、
非
日
常
的
な

体
験
が
で
き
皆
さ
ん
か

ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

と
は
言
い
な
が
ら
や

は
り
郊
外
に
出
た
い
と
の
要
望
も

多
く
、
昨
年
は
宝
塚
花
の
道
を
散

策
す
る
計
画
を
し
ま
し
た
が
、春
・

秋
の
二
回
の
計
画
も
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
五
月
に
再
度
計
画
し
て
い
ま

す
。
花
の
道
に
は
宝
塚
ホ
テ
ル

が
移
設
新
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
の

こ
ろ
よ
く
読
ん
だ
鉄
腕
ア
ト
ム
の

記
念
館
も
あ
り
ま
す
。
今
年
は
ま

ん
が
連
載
開
始
か
ら
七
十
年
を
記

念
し
た
企
画
展
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
遠
い
遠
い
未

来
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
鉄
腕

ア
ト
ム
は
二
〇
〇
三
年
四
月
七
日

生
ま
れ
で
今
年
十
九
歳
に
な
り
ま

し
た
。
民
法
改
正
で
「
新
成
人
」

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
何

と
か
こ
の
企
画
を
成
功
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

明
峰
地
区
で
は
楽
し
い
行
事
を

企
画
・
実
行
し
会
員
の
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
会
員
の
増

強
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
（
白
萩
会　
　

前
田　

憲
男
）

明
峰
地
区

明
峰
地
区

明
峰
地
区
だ
よ
り

明
峰
地
区
だ
よ
り

　

近
年
コ
ロ
ナ
禍
で
、
高
齢
者
事

業
の
活
動
は
大
半
が
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
、
大
変
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
三
十
八

名
で
今
や
れ
る
活
動
を
発
掘
し
、

実
践
し
な
が
ら
努
力
し
て
い
ま
す

が
、
限
界
が
あ
り
、
仲
間
が
集
ま

る
方
法
は
難
し
い
と
、
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

た
だ
、
私
た
ち
高
齢
者
は
じ
っ

と
し
て
い
て
は
体
力
低
下
に
つ
な

が
り
ま
す
。
体
を
動
か
す
方
法
を

考
え
、
人
と
の
対
話
と
交
流
を
心

掛
け
た
い
も
の
で
す
。
小
さ
い
ク

ラ
ブ
で
す
が
、
そ
の
人
数
で
で
き

る
事
業
は
多
く
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
今
年
は
誕
生

会
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
私
た
ち
は
何
が
で
き

る
か
、
何
が
必
要
か
を
考
え
、
一

人
一
人
が
自
分
の
体
力
低
下
を
防

ぎ
、
栄
養
を
し
っ
か
り
取
っ
て
、

シ
ル
バ
ー
社
会
を
楽
し
く
生
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
会
員

の
方
々
と
顔
を
合
わ
せ
て
、「
元

気
で
す
か
」
と
声
を
掛
け
合
う

日
々
が
日
常
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　
（
西
町
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

 

髙
木　

清
美
）

コ
ロ
ナ
禍
で
出
来
る
こ
と

コ
ロ
ナ
禍
で
出
来
る
こ
と

久
代
地
区

久
代
地
区

新型コロナウイルス集団感染防止新型コロナウイルス集団感染防止
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〈
俳
　
句
〉

　
小
戸
さ
く
ら
会
　
　
　
忍
　
　
正
志

追
憶
は
皸
の
母
針
仕
事

　
白
萩
会
　
　
　
　
　
　
若
狭
　
成
光

花
咲
か
ば
逢
ふ
約
束
を
逝
き
し
友

出
口
　
民
子

花
の
道
誘
う
よ
う
に
飛
花
落
花

　
大
和
友
愛
ク
ラ
ブ

大
野
　
樹
史

五
十
鈴
川
あ
が
み
て
手
水
初
詣

北
河
原
清
美

初
み
く
じ
小
さ
き
神
社
の
札
五
番

極
楽
　
蜻
蛉

楽
し
さ
に
主
た
る
年
玉
忘
れ
か
け

夏
目
　
世
紀

正
月
や
船
釣
り
楽
し
思
い
出
す

桐
木
　
文
男

湖
に
立
つ
朱
の
鳥
居
や
春
の
雪

大
澤
　
花
風

大
寒
や
犬
も
炬
燵
の
守
を
す
る

小
出
夫
美
子

守
る
も
の
何
も
無
き
か
な
春
の
雪

木
村
　
郁
子

冬
日
和
心
う
き
う
き
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

上
西
イ
ツ
子

春
財
布
若
草
色
に
誇
ら
し
く

香
川
　
撫
子

手
の
平
に
受
け
ば
す
ぐ
消
ゆ
別
れ
雪

河
原
　
允
子

寒
空
に
雪
だ
る
ま
雲
現
わ
れ
る

坂
根
　
英
生

道
真
の
無
念
や
如
何
に
梅
白
し

吉
森
　
邦
夫

鶯
の
唄
の
上
手
は
西
の
方

池
田
ツ
マ
子

芥
子
菜
を
ま
ぜ
込
む
ち
ら
し
は
里
の
味

小
野
い
つ
子

風
花
や
弾
む
園
児
の
声
乗
せ
て

友
愛
　
春
霞

君
子
蘭
春
光
浴
び
て
蕾
出
づ居

眠
り
古
猫

ネ
コ
と
歩
く
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
の
ス
ト
リ
ー
ト

　

昨
年
三
月
長
野
県
上
田
市
の
実

家
売
却
、
墓
じ
ま
い
し
横
浜
に
移

設
し
ま
し
た
。
当
地
は
昔
話
に
出

て
く
る
「
竜
の
小
太
郎
」
伝
説
地

で
あ
り
、
産
川
・
岩
鼻
千
曲
川
（
産

川
で
子
を
産
み
悲
し
み
で
岩
を
砕

き
涙
で
川
と
な
る
）
に
近
く
小
泉

一
族
が
住
居
と
し
た
場
所
で
あ
り
、

思
い
出
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

春
は
菜
の
花
が
咲
き

ほ
こ
り
、
夏
は
蛍
が
舞

い
、
き
の
こ
・
イ
ナ
ゴ

を
取
り
、
蜂
の
子
・
桑

の
実
を
食
べ
、
秋
は
リ

ン
ゴ
・
ア
ユ
、
冬
に
は

浅
間
山
が
雪
に
覆
わ
れ
る
四
季
お

り
お
り
の
風
景
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。

　

信
州
人
は
味
が
濃
く
、
関
西
に

来
た
当
初
味
の
薄
さ
に
閉
口
し
ま

し
た
。
ま
た
、
関
西
に
は
長
野
県

人
会
（
会
員
二
五
〇
名
）
が
あ
り

会
合
後
は
全
員
で
「
信
濃
の
国
」

を
合
唱
し
ま
す
。

　

今
は
時
間
つ
ぶ
し
に
四
種
類
ほ

ど
の
趣
味
、
笹
部
に
畑
を
借
り
孫

に
送
る
野
菜
作
り
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

私
は
信
州
が
大
好
き
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
子
ど
も
、
孫
に
信
州
愛

を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

  

（
見
野
東
悠
友
会　

小
泉　

倬
朗
）

故
郷
の
思
い
で

故
郷
の
思
い
で

私たちは、川西市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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《
地
区
だ
よ
り
》

　

地
区
、
あ
る
い
は
地
区
所
属
単
位

ク
ラ
ブ
の
多
彩
な
活
動
や
取
り
組
み

な
ど
。

《
会
員
の
ひ
ろ
ば
》

　

会
員
の
皆
さ
ま
の
趣
味
、
随
想
、

日
常
生
活
な
ど
エ
ッ
セ
イ
風
に
つ

づ
っ
た
も
の
。

《
文
芸
コ
ー
ナ
ー
》

　

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
詩
、
漢
詩

な
ど
。

◎
「
投
稿
規
定
」

地
区
だ
よ
り
、
会
員
の
ひ
ろ
ば

☆
字
数
は
六
〇
〇
字
程
度
。

☆
政
治
、
宗
教
、
営
利
に
わ
た
る
話

　

題
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

☆
短
詞
系
作
品
は
三
首
三
句
ま
で
。

　

他
は
一
編
に
限
り
ま
す
。

☆
ど
の
部
門
（
俳
句
な
ど
）
に
投
稿

　

か
必
ず
明
記
の
上
、
難
し
い
文
字

　

に
は
、
ふ
り
が
な
を
ふ
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

☆
他
誌
投
稿
で
な
い
も
の
。
た
だ
し

　

所
属
ク
ラ
ブ
会
報
は
除
き
ま
す
。

添
付
写
真

　

写
真
が
あ
れ
ば
お
送
り
く
だ
さ
い
。

お
断
り

　

紙
面
の
制
約
上
、
ご
投
稿
全
て
を

掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

原
稿
記
載
事
項

　

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
ク
ラ

ブ
名
。

投
稿
宛
先

☆
所
属
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
ま
た
は

☆
〒
六
六
六
ー
八
五
〇
一

   

川
西
市
中
央
町
十
二
ー
一

　

川
西
市
福
祉
部　

地
域
福
祉
課
内

　
「
川
西
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
宛
て
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

七
四
〇
ー
一
一
七
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

七
四
〇
ー
一
三
一
一

【
広
報
部
】

　
副
会
長
　
　
　
　
　
前
田
　
憲
男

　
広
報
部
長
　
　
　
　
夏
目
　
幹
也

　
副
部
長
　
　
　
　
　
川
副
　
　
浩

　
部
　
員
　
　
　
　
　
坂
下
　
享
廉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
我
部
英
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
出
　
良
太

原
稿
募
集

原
稿
募
集

原
稿
随
時
募
集
中
！

原
稿
随
時
募
集
中
！

〈
川
　
柳
〉

　
小
戸
さ
く
ら
会
　
　
　
忍
　
　
正
志

青
鷺
を
都
鳥
と
見
間
違
う

　
久
代
健
勝
ク
ラ
ブ

大
井
津
弘
通

三
世
代
う
ぞ
う
む
ぞ
う
が
屠
蘇
の
宴

冨
﨑
　
玲
子

一
人
住
む
庭
に
二
本
の
フ
リ
ー
ジ
ヤ

　
大
和
友
愛
ク
ラ
ブ

光
本
　
飯
込

八
回
の
寅
年
迎
え
ト
ラ
に
な
る

宮
山
　
正
年

餅
の
無
い
雑
煮
が
無
難
爺
と
婆

川
柳
　
好
子

チ
ャ
ー
ジ
機
で
戸
惑
う
我
に
助
け
人

植
木
　
打
風

ト
ン
ガ
発
空
震
津
波
と
な
り
て
来
る

小
野
　
碁
青

分
断
が
成
果
を
上
げ
る
碁
の
世
界

〈
和
　
歌
〉

　
白
萩
会
　
　
　
　
　
　
髙
橋
喜
代
美

光
格
の
帝
の
花
の
杜
若

　

に
ほ
ふ
折
鶴
五
月
雨
の
池

私たちは、川西市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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　当山の創建
は、今から 4
60年余り前の
永禄5(1562)
年、岩田又左
衛門によって
開基され、本
願寺第11 世 顕
如上人により得度を受け、山号・寺号を賜りました。
　江戸時代 ( 寛永中頃 1634 年 )、栄根村に大火が
発生し、本堂も村落も全部焼失しました。その後、
貞享 2(1685) 年 五間四面の本堂が建立され、272
年前の寛延 3(1750) 年に七間四面の現在の本堂に改
築されました。

　山門は享保19
年・鐘楼堂は宝暦
9 年 に そ れ ぞ れ
建立されました。
平成7 年、阪神大
震災によりこれら
の建物は甚大な被
害を受けました

が、門信徒皆さまのご懇念により平成 10 年に本堂、
平成 23 年には山門・鐘楼堂の大修復が完成し現在
の優美な姿が戻りました。

◆開かれたお寺としての 浄福寺
　仏法聴聞の道場としての本堂では、各種法要をは
じめとし 仏教壮年会・仏教婦人会の法座・仏教讃歌
コーラス“ほほえみ”の定期練習も行っています。
　また、多目的建物である「和敬会館」では 地域の
お餅つき、子供会イベント、福祉活動“ふれあいサ
ロン”市の“イキイキ元気教室”等でご利用いただ
いています。また日本ボーイスカウト川西第 6 団の
活動本部にもなっております。その他 仏教に関する
相談・お悩みごとの相談もお聴きしていますのでお
気軽にご連絡ください。

【所在地】川西市栄根 2-23-14　☎ 072-759-1210
【ホームページ】http://jofukuji.net/

住職住職　　岩田　英証岩田　英証

浄福寺浄福寺
（浄土真宗 本願寺派（西））（浄土真宗 本願寺派（西））

鼓流山鼓流山
vol.5 vol.5 

浄福寺浄福寺

浄福寺山門浄福寺山門

浄福寺本堂内観浄福寺本堂内観浄福寺書院浄福寺書院

あ
と
が
き

　

コ
ロ
ナ
禍
も
ひ
と
段
落
し
、
今

年
度
は
老
連
行
事
も
多
く
予
定
さ

れ
、
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
徐
々
に

で
は
あ
り
ま
す
が
、
仲
間
同
士
集

ま
る
機
会
も
増
え
て
き
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
終
息
と
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
私
た
ち
自
身
が
向
き
合
い

な
が
ら
、
予
防
を
し
っ
か
り
と
行

い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
【
広
報
部
一
同
】

私たちは、川西市老人クラブ連合会の活動を応援しています


